
 

 

 

 

 

 

 

 

県 か ら 一 方 的 な 団 地 造 成 中 止 の 連 絡 が あ っ て 「 ど う す る か ？

」 迷 っ た 。 太 田 市 は 団 地 造 成 な ど や っ た こ と は な い 。 引 く か 進

む か 、 総 額 １ ０ ０ 億 円 規 模 の 事 業 で あ る 。 地 主 さ ん に は 買 い 取

り 価 格 の 内 示 段 階 に あ っ た 。 期 待 し て い る と い う 声 を 聞 い て い

た 。住 宅 ニ ー ズ が あ る の か 、商 品 化 す る の に 必 要 な こ と は ？  自

分 で 決 断 す る し か な い 。 短 い 期 間 に 猛 勉 強 し た 。 前 例 の な い こ

と を や る 。 万 が 一 失 敗 す れ ば 市 民 に 多 大 な 迷 惑 を か け る 。 辞 職

は 覚 悟 で あ っ た 。 そ れ が 「 パ ル タ ウ ン 城 西 の 杜 」 で あ る 。  

土 地 開 発 公 社 が 手 掛 け た 団 地 造 成 は 189ｈ ａ 、 総 額 320 億

円 に な っ た 。 さ く ら 工 業 団 地 、 新 田 下 田 中 工 業 団 地 、 石 原 地 区

住 宅 団 地 、 東 長 岡 工 業 団 地 、 お お た 渡 良 瀬 産 業 団 地 、 そ し て 新

田 東 部 工 業 団 地 、境 北 部 工 業 団 地 を 造 成 し た 。「 よ く も ま あ 、こ

ん な に や っ て き た な あ 」 と い う 感 が あ る 。 太 田 市 の 地 図 が 大 き

く 変 わ っ た 。雇 用 を つ く っ て き た し 、人 の 交 流 が 一 気 に 増 え た 。

今 、 渋 滞 解 消 の た め に 県 が 積 極 的 に な っ て く れ て い る 。 成 果 も

大 き い 。 土 地 の 造 成 販 売 と い う 答 え が 求 め ら れ る 仕 事 に 職 員 は

神 経 を 集 中 さ せ た 。 ま た 成 果 は 収 益 に 表 現 さ れ る 。 収 益 は 職 員

の 人 件 費 と い う 理 解 で い る か ら 、 そ の 分 は 一 般 会 計 に 繰 り 入 れ

た 。 17 億 550 0 万 円 に な っ た 。 残 り の 事 業 の 清 算 は こ れ か ら

で あ る 。 西 地 区 の 事 業 （ 図 書 館 、 保 健 セ ン タ ー 、 新 田 行 政 セ ン

タ ー な ど ） が 始 ま る の で 、 今 後 の 繰 り 入 れ 額 は 西 地 区 に 充 て ら

れ れ ば と 思 っ て い る 。 失 敗 も せ ず に 、 よ く も 大 事 業 を や っ て こ

ら れ た も の で あ る 。  

土 地 開 発 公 社 は 土 地 価 格 が 右 肩 上 が り の 時 代 に で き た 。 土 地

価 格 が 上 が る と 公 共 事 業 が で き な く な っ て し ま う 。「 土 地 の 先 行

取 得 」 が 必 須 だ っ た 。 今 は 土 地 の 値 上 が り が な い 。 毛 里 田 の 商

業 施 設 が 団 地 造 成 の 最 後 で あ る 。 そ ろ そ ろ 公 社 解 散 の 時 期 を 迎

え て い る 。（ 10/23 記 ）  


